
（別紙３）

～ 令和7年　7月　31日

（対象者数） 34 （回答者数） 30

～ 令和7年　7月　31日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
ご要望に応じてお子様の通われている幼稚園・保育園や他事

業所との連携を提案し、一環した支援を行っていく。

2

日頃から職員間でお子様の状況をこまめに共有していく。些

細な事でも記録に残して情報を共有し、療育に反映すること

で、お子様の今の状況に適した支援を提供し続けられるよう

努めていく。

3
引き続き、ヒヤリハット事例検討で情報を共有し、衛生面、

安全面の徹底を図っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 今後、保護者様からのご要望に応じて検討していきたい。

2
現状、避難訓練は職員のみで実施しているが、今後はご利用

者様とも一緒に訓練を実施していくよう検討していく。

3

○従業者評価実施期間

○事業所名 コペルプラス坂戸教室

○保護者評価実施期間
令和7年　7月　1日

○保護者評価有効回答数

令和7年　7月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年　8月　29日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

他施設の子ども達や保護者会などの交流する機会が設けられて

いない。

保護者からのご要望がなく未実施である。

各マニュアルや避難訓練について十分に周知されていない。
契約時にご説明させていただき、マニュアルはいつでも手に届

くよう、プレイルームに設置している。

保護者様との情報共有や共通理解を図ることが出来ている。

毎回のレッスンを保護者様に見ていただいている為、療育中に

は支援現場を一緒に見学しながら子育てに対する悩みや相談へ

のアドバイスの機会を設けている。またレッスン後のフィード

バックではお子様の成長している点等を丁寧にお伝えしてい

る。

子どもの特性に応じた専門性のある支援を行うことが出来てい

る。

お子様の成長に合わせて支援計画を見直しながら、必要な支援

が出来るよう努めている。課題や目的、方法を保護者様へ丁寧

に説明することにより、納得して療育を見学していただけるよ

う心がけている。

安全面や衛生面にも配慮し、安心して心地よく過ごせる環境を

整えている。

掃除や消毒、コーナーガード等の設置を徹底し、お子様が安心

してご利用できるよう努めている。

事業所における自己評価総括表公表


